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社会資本総合整備計画とは？

社会資本総合整備計画とは、国からの補助金（交付金）の交付に必要な計画です。

国からの補助金については、道路や河川など、個別の補助金がありましたが、平成

22年度に、「社会資本整備総合交付金」として一つにまとまりました。その後、平成

２４年度に、防災や安全確保といった事業については、「防災・安全交付金」に移動

しました。

今までの補助金と違い、同じ計画内の事業であれば、自由に配分可能であることが

特徴です。

一般的に、５年程度を計画期間とするものであり、今回の「防災の街づくりを目指す

所沢市の下水道＜第２期＞（防災・安全）」は、平成３０年度から令和４年度までを計画

期間とする社会資本総合整備計画（防災・安全）です。

下水道

道路

個別補助金

河川

砂防

海岸

・
・
・

社会資本整備総合交付金

施策目的実現のための総合的な交付金
配分された国費内で、自由に計画内の事業に充当可能

防災・安全交付金

「命と暮らしを守るインフラ総点検・再構築」
「生活空間の安全確保・質の向上」
などを集中的支援するための交付金

H24
一部移動

H22
統合

社会資本総合整備計画
市が自ら施策課題を抽出し、定量的な指標による目標を設定
国は整備計画に対して、交付金として国費を配分
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事後評価とは？

事後評価とは、計画期間が終了した後に、計画の要素事業の進捗状況や、事業効果

の発現状況などを評価するものです。

まず、計画全体の流れです。計画策定後、事前評価を行います。この事前評価は、

チェックシートを用いて、市が行います。目標の妥当性や整備計画の効果および

効率性、整備計画の実現可能性について検証を行い、計画実施前に国へ提出します。

その後、事業を実施し、終わり次第事後評価を行います。

事後評価では、要素事業の進捗状況などを、事後評価書にまとめます。この際、評価

の透明性、客観性、公平さを確保するために、学識経験者等の第三者の意見を求める

こととなっています。そのため、外部委員４名からなる所沢市公共事業評価委員会に

審議していただき、事後評価書を作成しました。

なお、本件についての所沢市公共事業評価委員会は、令和５年度の１１月30日と

1月３０日に開催しました。

計画策定

事後評価

計画期間終了後

事後評価
・要素事業の進捗状況
・事業効果の発現状況
・評価指標の最終目標値の実現状況
・今後の方針

第三者による評価

事前評価

計画実施

事後評価書の作成

国土交通大臣に報告市民に公表

所沢市公共事業
評価委員会
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社会資本総合整備計画 計画書

こちらが今回事後評価を行った社会資本総合整備計画です。

社会資本総合整備計画には、計画の名称・期間・目標・定量的指標・交付対象事業を

記載する必要があります。

詳しい内容については次ページ以降でご説明します。

内容については
次ページ以降に
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社会資本総合整備計画 概要

こちらが今回事後評価を行った計画の概要です。

名称は「防災の街づくりを目指す所沢市の下水道＜第２期＞（防災・安全）」です。

防災・安全とついていることからわかる通り、防災・安全交付金の交付を受けるため

の計画です。

目標は「地震対策、改築更新を進め、防災に強い下水道を目指す。」です。そのため、

計画の基幹事業についても、下水道総合地震対策と下水道ストックマネジメント計画

としており、これらの事業の中で、耐震診断や耐震化工事、令和5年度以降の耐震化

計画を策定したり、管渠の調査や改築を行ったりすることとしています。

計画の定量的指標については、次のページで説明します。

※ストックマネジメント…ストックとは在庫や資源という意味です。ここでは、持続可能な下水道

事業の実施を図るために、下水道施設の長期的な状態を予測しながら、計画的かつ効率的に管理

することを指しています。具体的には、点検・調査によって施設の状態を把握し、リスク評価による

優先順位を考慮した対策（修繕や改築など）を行うものです。

計画の名称
防災の街づくりを目指す
所沢市の下水道<第2期>（防災・安全）

計画の期間 平成30年度～令和４年度（５年間）

計画の目標
地震対策、改築更新を進め、
防災に強い下水道を目指す。

全体事業費 520百万円（5億2000万円）

計画の成果目標
（定量的指標）

６指標の達成（次ページ）

計画基幹事業

下水道総合地震対策事業
耐震診断・耐震化工事/計画策定(長期計画)

下水道ストックマネジメント計画
調査/改築

計画の概要
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社会資本総合整備計画 成果目標

こちらが、本計画の成果目標（定量的指標）です。

下水道総合地震対策計画（中期計画）に基づく耐震対策として、管渠0.5km、

マンホール25か所、雨水貯留施設6か所の対策率を100%に、また耐震診断として

管渠121kmの診断率を50%に引き上げることを目標としていました。

また、下水道ストックマネジメント計画に基づく管渠調査として、管渠120kmの

調査率を100%に、また改築として、管渠930ｍの改築率を100%にすることを

目標としていました。

下水道総合地震対策計画（中期計画）に基づく耐震対策

・管渠(対象0.5km/目標値100%)
・マンホール（対象25か所/目標値100%）
・雨水貯留施設（対象6か所/目標値100%）

重要な幹線における耐震診断

・管渠(対象121km/目標値50%）

下水道ストックマネジメント計画に基づく調査

・管渠(対象120km/目標値100%）

下水道ストックマネジメント計画に基づく改築

・管渠(対象930m/目標値100%）

成果目標（定量的指標）
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下水道総合地震対策事業 概要

本計画は、所沢市下水道総合地震対策計画と所沢市下水道ストックマネジメント

計画に基づき、策定されています。

まず、下水道総合地震対策計画についてです。

下水道総合地震対策計画は、平成18年度に国土交通省が下水道地震対策緊急

整備事業を創設したことに伴い、平成１９年度に下水道耐震対策基礎調査を行い、

重要な幹線管渠等121kmを選定し、リスクに応じて緊急計画（32km）、中期計画

（34km）、長期計画(55km)に振り分けて策定したものです。

平成21年度より緊急計画を進め、平成30年度から中期計画を進めています。

本計画は、この中期計画を基に事業や成果目標を定めています。

中期計画については、重要な幹線34,310mの耐震対策と、6調整池の耐震化を

位置付けています。ただし、中央公園以外の5調整池につきましては、もともと令和

5年度からの長期計画に位置付ける予定でしたが、国費を用いて耐震診断を行う

こととしたために、急遽中期計画に位置付けました。そのため、耐震化は次期計画で

行います。

計画名 所沢市下水道総合地震対策計画（中期計画）

計画期間 平成30年度～令和4年度(5年間）

総事業費（予定） 約959百万円（9億5,900万円）

内容 重要な幹線の耐震対策（計34,310ｍ）
緊急輸送路…21,560m
処理場直結管…12,750m

調整池の耐震化（6か所）
中央公園調整池
上砂公園調整池
中砂公園調整池
中道公園調整池
桃の木公園調整池
青年の家調整池

令和4年度に中央公園以外の５調整池の耐震化を追加
元々令和５年度からの長期計画に位置付け予定
→耐震診断のみ令和４年度に行うために中期計画に追加

合わせて社会資本総合整備計画の調整池の耐震化に追加
→実際の耐震化は次の社会資本総合整備計画

緊急計画
H21～H29

中期計画
H30～R4

長期計画
R5～R9
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下水道総合地震対策事業 達成率

下水道総合地震対策計画（中期計画）に基づく耐震対策に係わる定量的指標の達成

状況です。

達成率はそれぞれ管渠は100%、マンホールは88%(22か所)、雨水貯留施設は

33%（２か所）となりました。

マンホールについては、伏越し（川の下を通して、同じ高さまでもどす）前後にある

マンホールであったり、深さ20mかつ中間から落差9mのφ800の流入がある

マンホールであったりすることから、施工が困難であり、十分に検討した上で実施

する必要があるため、長期計画に位置付けた上で、今後検討を進めます。

雨水貯留施設については、前ページのとおり、耐震化については次の社会資本総合

整備計画で行います。ただし、耐震診断をしたところ、１つの調整池については耐震

対策が不要であるとの結果が出ました。そのため、耐震化済みの１調整池と合わせて

２か所対策済みとしています。

下水道総合地震対策計画（中期計画）に基づく耐震対策

管渠(対象0.5km/目標値100%) １００％
マンホール（対象25か所/目標値100%） ８８％
雨水貯留施設（対象6か所/目標値100%） ３３％

未達成
未達成

未施工マンホールについて

25か所中22か所施工。
未施工マンホール①・②
伏越しかつφ1200の管
合流管のため川に直結

未施工マンホール③
深さ20mかつφ1500の管
中間からφ800の管が流入（落差9m）

→どちらも施工が困難
長期計画に位置付けて検討

未施工①・②

未施工③

達成
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下水道総合地震対策事業 達成率

重要な幹線における耐震診断に係わる定量的指標です。全121km中91km耐震

診断実施済となり、目標を達成しました。

目標を超過しているのは、緊急計画・中期計画分の66kmの耐震診断を目標として

いたのに対し、実績としては令和５年度からの長期計画分も一部耐震診断を行った

ことによるものです。

重要な幹線における耐震診断

管渠(対象121km/目標値50%) 75％ 達成

目標超過について

緊急計画…３２ｋｍ
中期計画…３４ｋｍ
長期計画…５５ｋｍ
→緊急計画・中期計画の66kmの耐震診断を目標

令和5年度からの長期計画として耐震対策箇所選定のため
令和4年度に25kmを耐震診断
→結果として91km耐震診断実施済に
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下水道ストックマネジメント計画 概要

続いて、下水道ストックマネジメント計画です

下水道ストックマネジメント計画には、基本方針・施設の管理区分の設定・改築実施

計画・コスト縮減効果が定められており、それらを基に実施方針と目標が設定されて

います。

改築実施計画には、緊急度Ⅱ（簡易な対応により、対応を５年未満まで延長可能）の

管渠のうち、補助対象となり得る管渠を位置付けており、それとは別に、実施方針

として、平成３１年度から令和６年度までの間に３．３ｋｍの改築を目標としています。

計画名 所沢市下水道ストックマネジメント計画

改築実施計画期間 平成３１年度～令和5年度（5年間）

改築実施計画
（管路施設）

対象：1,240ｍ
費用：377百万円(3億7,700万円)
※緊急度Ⅱの管渠のうち補助対象となる管渠

目標
（実施方針に記載）

種別 年次 改築 点検 調査

短期 H３１～R6 3.3km 450か所 180km

中期 R7～R10 24km 300か所 120km

長期 R1１～R19 54km 675か所 270km

計画に位置付けられた内容
基本方針・施設の管理区分の設定・改築実施計画・コスト縮減効果
→これを基に実施方針と目標を設定

※緊急度
Ⅰ…速やかに措置が必要
Ⅱ…簡易な対応により、対応を5年未満まで延長可能
Ⅲ…簡易な対応により、対応を5年以上延長可能
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下水道ストックマネジメント計画 達成率

下水道ストックマネジメント計画に係わる定量的指標です。

調査については、１２０ｋｍの調査を終えており、目標を達成しています。

改築については、291.1mのみ改築済となっており、31%と目標未達成です。

改築延長については、ストマネ計画に位置付けた改築実施計画1,240mのうち、

930mを目標としていました。

これは、ストマネ計画が令和2年度から令和５年度までの４年間で改築を行う計画

であったのに対し、社会資本総合整備計画が平成３０年度から令和４年度までである

ことによるもので、重なっている３年間分を、社会資本総合整備計画に位置付けた

ためです。

社会資本総合整備計画対象管は291.1m改築済となり、目標未達成となって

います。これは、より緊急度の高い管を優先したことや、詳細設計の結果、交付金の

要件に当たらないことがわかったことによるものであり、ストマネ事業全体としては

令和４年度までに2,801m改築済となっています。社会資本総合整備計画に位置

付けた管については、令和５年度以降も市費による事業として改築を実施します。

下水道ストックマネジメント計画に基づく調査

管渠(対象120km/目標値100%） １００％

下水道ストックマネジメント計画に基づく改築

管渠(対象930m/目標値100%） 31％

達成

未達成

●改築延長について
・防災の街づくりを目指す所沢市の下水道<第二期>（防災・安全）
計画期間 ：平成30年度～令和4年度(5年間)
目標延長 ：930ｍ

・所沢市下水道ストックマネジメント計画
改築実施計画期間：平成３１年度～令和５年度(5年間)
改築実施管渠 ：1,240m（緊急度Ⅱのうち補助対象）

→ストマネ計画5年間のうち、工事予定は令和2年度～令和5年度の4年間
防安計画とは4年間のうち3年間オーバーラップ
1,240m÷4×3＝930mを防安計画の目標に設定
※ストマネ実施方針の目標値は令和6年度までに3.3kmの改築（短期）

→防安計画対象管は291.1mのみ改築済だが、ストマネ事業としては2,801m改築済
防安計画対象管については令和5年度以降も単独費で改築実施予定
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事後評価書

こちらが事後評価書です。事後評価書には、事後評価の実施体制、実施時期、事業

効果の発現状況、特記事項（今後の方針等）、目標値の達成状況を記載する必要が

あります。

ここまでの内容をまとめたものが記載されていますので、あらためてご確認

ください。
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